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恋のふしだら整備不良 ハジメテは年上彼氏に奪われて
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※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　自動車販売店の朝は早い。朝、八時半には出勤して、店舗の周りを掃はいて、展示車や試乗車を洗い、事務所の掃除やら何やらをしていれば、すぐに時間は経ってしまう。

　地元の女子大を卒業後、車と接客の好きだった私、下しも田だ真ま利り亜あは、この自動車販売会社に入社した。仕事は楽しい。好きな車に毎日触れられるし、お客様も良い方ばかりだった。新車やメンテナンスの案内なども、「下田さんが言うなら」などと話を聞いていただける。お客様からの信頼が、私は純粋に嬉しかった。誠実な営業が功を奏したのか、もう五年もの間、私はこの店舗でトップを譲ったことがなかった。上役からは「優秀な女の子」としてかわいがられる立場の私を、同僚の営業の男性陣はおもしろく思っていない。店舗内で自分は浮いた存在だと認識してはいたが、あまり気にしないようにしていた。同僚だってそれなりに大人であるし、最低限のコミュニケーションをとってはくれる。

　九時半からは朝礼だ。月次目標、販売スケジュールなどを店長が伝えていく。事務所の中は静かだった。地方都市の街道筋にある小さな販売店で、八人ほどの営業職の他は、メカニックが六人と、内勤のパートさんが一人、あとは副店長と店長だけだ。いや、あと一人、メカニックの契約社員がいる。

　その契約社員が、問題だった。

「……おはよぉさん」

　店長が長々と今月の目標などを話している中、しまりのない挨拶が聞こえてきた。声の主は、富とみ永なが修しゅう司じ、四十二歳。この店舗の整備主任代理だった。主任代理とはいっても、正規の主任はいない。本来なら、勤務歴からは富永さんが主任になるべきなのだが、再三にわたる正社員への登用を固辞し、彼は契約社員としてこの店に勤務している。私が新入社員で赴任してきた時も、富永さんはここの整備主任代理だった。詳しくは知らないが、もう十年は主任代理のままらしい。

　富永さんは、オールバックの黒髪をなでつけつつ、あくびを隠しもせず朝礼に加わった。百八十センチを超える細身の身体を、メカニックの制服である紺のツナギに包み、猫背気味に腕を組んで立つ様子はふてぶてしい。彫りの深い面長の顔は高い鼻び梁りょうやくっきりとした二重とも相まって、初対面の人にはハーフと思われることもあるそうだ。そのせいか、女性にはやたらモテる。らしい。特に水商売の女性にはモテるそうで、「スナックの女の子が、全部トミさんにいっちゃってまいった」なんてことを、一緒に飲みに行った同僚がこぼしていたのを小耳に挟んだこともある。独身だそうだが、バツイチだとか、そんな噂もあった。とにかく女性が好きなのだ、富永さんはそんな男性なのだと、私は認識していた。

「……富永君、朝礼には参加してくれと、いつも言っているだろう」

　いつのまにか副店長が富永さんの隣に移動し、小言を囁いていた。富永さんは副店長のその言葉を鼻で笑い、低い声で返す。

「はは、俺の契約は十時から十九時ですしね、それには間に合うように来ていますよ？　もし朝礼も勤務時間だとおっしゃるのであれば、その際は九時半から十八時半の契約にしていただきたいですねぇ」

　この店舗の営業時間は十九時までだ。十八時半に帰られたら、飛び込み修理のお客様に対応できないかもしれない。そんな副店長の弱みを、富永さんはよくわかっている。他のメカニックもある程度の整備はもちろんできるけれど、富永さんの技術はダントツだ。営業もそれは知っていて、お客様からの面倒くさい修理依頼を、富永さんに押しつけているのをよく見かける。

　そして富永さんは、協調性がないタイプではない。メカニックの部下達からはとても慕われていて、丁寧で素早い整備はこの店舗の成績を押し上げている。主任代理の富永さんが率先して定時退社するおかげで、メカニックの無駄な残業がなく、離職率が低いことを店長も副店長もよくわかっている。

　ただ、旧ふるいタイプの社員には、そういった勤務形態が気にいらない者もいる。富永さんも、この店舗では浮いていた。そして、私もこの店舗では浮いている存在で、お互いになんとなく話すことも多かった。

　朝礼が十五分ほどで終わり、従業員は小休止をとる。十時の開店からはそうそう休憩はとれない。水を買いに休憩室に行くと、富永さんが若いメカニックと缶コーヒーを飲んでいた。

「トミさん、ゆうべの飲み屋の、元ＣＡとかいう女の子、どうだったんすか？」

「……あ〜、全然よ、全然。さんざんタダ酒飲まれてドロンよ」

「ははっ、さすがのトミさんもダメだったっすかぁ」

「いーんだよ！　きれいなおネェちゃんと一時間も話せて旨い酒を飲めたんだ。酒代くらいなら安いもんだ」

「悔しい、って顔に書いてありますよ？」

　昨日の飲み会の話をしているのだろう。私は眉をひそめた。富永さんはそんな私に気づくと、片手をあげてウインクしてくる。「じゃ俺、先に整備場行ってます」若いメカニックは、私と富永さんを休憩室に残して整備場に消えていった。

「おー、下田ちゃん、おはよーさん」

　バツが悪そうに、富永さんは頭をくしゃくしゃとかいた。整髪料できれいに撫でつけられていた髪の毛が乱れ、クセの強い後れ毛が首筋で跳ねる。

「……富永さん、おはようございます。また、副店長に注意されてたんですか？」

　富永さんは大げさに顔をしかめた。彫りの深い顔立ちで大きな表情を作られると、ちょっと外国の俳優のようにも見えて、確かにかっこいい。

「あの野郎、いろいろうるせぇんだよな、だぁれが正社員なんかになるかっつの、こき使おうとしやがって。サービス残業とかなぁ、バカバカしい」

「……お言葉ですが、私も一応、正社員なのですが」

　私の勤務も本来なら、十時から十九時という建前になっている。八時半に出勤するのはあくまでも自主的なことで、当然だが手当は出ていない。閉店後も残務を片づけたり、翌日の準備をしたり、大体帰宅は二十一時近くなる。それでも残業は決まった時間しかつけてはいけないので、超過した分はサービス残業になってしまう。

　ただ、販売した車の台数に合わせて報奨金がもらえるので、まだマシだと私は思っていた。努力すればお給料が増えるので、サービス残業とはいってもそこまで苦ではない。

「下田ちゃんは営業で歩合だろうが。売れば売るだけ給料増えるだろ。俺らメカニックはいっくら整備したとこで歩合もないしなぁ。虚むなしいだけだっつの」

　冗談めかした口調だったが、裏方であるメカニックの本音でもあるのだろう。富永さんは照れくさげに肩をすくめる。

「……ごめんな、下田ちゃんに言ってもしょうがないことだったよな、今日も一日がんばろうぜ！」

　飲みかけだった缶コーヒーをあおると、富永さんは整備場の方へ行こうと私に背を向けた。私はその背中に小さく手を振ろうとして、富永さんのツナギのポケットから何かが垂れているのに気づいた。何連か繋がった、アルミパウチの四角い物がぶら下がっている。

「富永さん、ポケットから何か出ていますよ？」

「んあ？　ああ、どれだ？」

　富永さんはツナギの、反対側のポケットを探る。私はもどかしく思い、手を伸ばしてそのアルミパウチを引っ張った。するり、と三個つながったそれが引き出され、私はしげしげと見る。

「……ネイルリムーバーですか？　富永さんもネイルされるんですね」

　メカニックの仕事は、指先を酷使する。爪が割れたりもするので、ネイルが必要なのだろう。そう思った私の言葉に、富永さんの目がびっくりしたように見開かれ、そしておかしげな笑い声が休憩室に響いた。
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「うははは、下田ちゃん、何言ってんだって。いや、これは事故だからな、念のため持ってたヤツだからな？　セクハラしようとか、そういうんじゃねぇ、から……？」

　きょとんと目を開いたままのの表情を、富永さんはしみじみと見つめてくる。

「……セクハラ？」

　ネイルリムーバーの何がセクハラなんだろうか。本当に意味が理解できず、私は富永さんの黒い瞳を見つめ返す。

「……まさか、わかんねぇのか、そうか、下田ちゃんがなぁ……、いやその、忘れろよ？下田ちゃんは清いままでいろ」

「清い、とか、いったいなんなんですか？」

「イヤイヤイヤ、なぁ？」

　決して上手ではないごまかし方で、富永さんが手を伸ばして私の持っているアルミパウチを取ろうとする。何をごまかそうとしているのか、私はその時、意地になっていた。

「ごまかなさいでください。なんの話なんですか？」

「……あぁー、もう、これは、コンドームなんだよ、避妊具！　セックスの時、使うんだよ！　そこまで言わなきゃわかんないのか、ったく……」

　しびれを切らせたのか、富永さんが声をひそめながらも強い口調で、私の手からコンドームをひったくっていった。同時に、私の顔面が真っ赤に上気する。 

　ばれた。よりにもよって、富永さんに私の秘密がばれた、と焦った私の瞳がじわりとにじんだ。

　私、下田真利亜は、二十七歳で、社会人五年目で、いまだに処女だった。当然、コンドームなど見たことはない。別に不細工でもなければ、特にスタイルが悪い訳でもない、と自分では思っている。ルックスだって、営業職ができる程度の見た目だと思う。服装も髪形も、仕事ではスーツに似合うように黒髪のセミロングだけど、オフの日はおしゃれをするのも好きだ。もしかしたら、少し胸が大きすぎるのかもしれない。Ｆカップもあるので、スーツは少し胸がきつい時もある。でも、男性は大きい胸の方が好きだと聞くし、それはモテない原因ではないと思う。

　私には、好きな男性ができたこともなかった。

　実家から通える大学に行ってほしい、という両親の意見を聞いて、地元の女子大に行ったのがよくなかったのだろうか。他のクラスメートは遊んでいたようだったが、私はせっかく両親に学費を払ってもらっているのだし、と勉学に明け暮れた。おかげで優秀な成績で卒業することができ、この就職難の中、すんなりと希望する職種の正社員として採用された。

　就職してからも、彼氏を作るのは社会人として一人前になってから、と思い、私は一生懸命この仕事をがんばった。土日は必ず出勤だし、友達や知人とはほとんど休みが合わない。加えて、朝は早く夜は遅く、周囲とはどんどん距離が離れていった。それを寂しいと思うこともあったけれど、でも仕事の方がおもしろく、気づけば私は、彼氏どころか、初恋も知らないまま「アラサー」と呼ばれる年齢になっていた。両親はいい年をして男の影もない娘に少しやきもきしているようだったが、強いことは言ってこない。

　顔を真っ赤にしてうつむく私を見て、富永さんは何かを察したようだった。

「……あ〜、すまんな、きつく聞こえたか？」

　遊び人の、女性にモテる富永さんの目には、こんな、非モテのアラサー処女なんてみっともなく映るに違いない。私は勝手に傷ついて泣きそうになっていた。「富永さんにそう思われること」が、なんでそんなに傷つくのか、その時の私は、よくわかっていなかった。

　富永さんの申し訳なさそうな口調に、ますます落ち込んでくる。どんよりした空気を払おうと、富永さんが下を向く私の髪をくしゃくしゃと撫でる。

「俺が言うのもナンだが…。その年まで守ってるって、真面目で、下田ちゃんらしくていいと思うがな」

「……慰めていただいて、ありがとうございます」

　私はやっと声を絞り出して頭を下げ、事務所に向かおうと富永さんに背中を向けた。早く自分のデスクに戻らねば。今日も午前中から商談予約がある。それまでに、この落ち込む気分を立て直せるか、それが心配だった。

　私の落ち込みは、結構長く続いてしまった。富永さんが、何かを言ってきたわけではない。富永さんの態度は、以前と何も変わらなかった。もしかしたら、酒の席なんかでおもしろおかしく話されて、店舗中の噂になったら、なんて疑心暗鬼にもなっていたが、そんなことは全くなかった。

　ただ、しばらく富永さんを観察していて気づいたことがあった。私に対しても、他の女性に対しても、「女好きでだらしない」イメージとは違い、富永さんはとても紳士的だった。他の男性社員のように、女性だからとぞんざいに扱うことも、妙に持ち上げるようなこともなく、こちらの話もよく聞いてくれる。ボディタッチも、あの時に頭を撫でられたのを除いて皆無だった。上役に対する反抗的な態度とは裏腹に、女性でなくても、同僚や部下には礼儀をもって接してくれている。

　だから富永さんは女性にモテるのか、と私は思った。話を聞いてくれて、丁寧で優しい。だから、水商売の女性は富永さんに集まるのかと、そう考えると、私の胸に何か重たくて苦いものが溜まっていく。

　


　それからまた一週間ほど経って、前月の月次成績が朝礼で発表される、そんな時期になった。

「……先月の営業成績トップは、下田真利亜君。全社の中でも四位だったぞ。下田君、おめでとう」

　店長の嬉しそうな声と、まばらな拍手の中、私は前に出て金一封を受け取る。

「この店舗では、下田君が営業トップを独占しているな。どうだ、女性に負けて恥ずかしくないのか？　やる気を出せ！　以上、営業の男性諸君の奮起に期待する！」

　発破をかけているつもりなのだろうけれど、男性の営業職の社員だってもちろん努力している。店長のその言葉は、私には迷惑にしかならない。男性社員からの突き刺さるような視線の中、私は自分のデスクに戻る。

「……では、店長からの訓示は以上です。私からは昇進の内示を行います。えー、下田真利亜君！」

「は、はい！」

　続く副店長からの言葉に、私は背筋を伸ばした。さらに事務所内の視線が私に集められる。

「下田君に、営業主任代理に昇進、との内示が出た。スピード昇進だと、本社の方からもお褒めの言葉をいただいているぞ。私も上役として鼻が高いな！」

　がんばりが認められたのも、結果が出たのも、それは単純に嬉しかった。でも今の営業主任は、勤続十五年を越えた男性だったし、その他にも、勤続十年を越えた男性営業職が二人はいる。年上の部下に、どう指示を出せば従ってくれるのだろうか。心の中に不安が湧きおこってくる。落ち込みかねない心をなんとか浮上させたくて、朝礼の後は休憩室へと自然に足が向かった。富永さんなら、話を聞いてくれる。今の私の不安を、笑い飛ばしてくれるんじゃないかと、期待してしまっていた。

　暗い廊下の先の、休憩室の古ぼけたドアが目に入る。ドアノブに手を伸ばそうとした時に、中の会話が耳に入った。

「……下田が昇進とか、やってられねぇよなぁ」

　鼓動が跳ね上がる。同僚の、男性営業職の声だ。

「ほんとに、やる気なくなるっすよねぇ。しっかしあいつ、なんであんなトップ続いてるんすかね。セールスで鬼電してるのとか、見たことないのに」

「……あれだろ、女の武器だろ、ははっ」

　決めつけるような言葉に、背筋がぞわっと総毛立つ。

「知ってますか、トミさん。あいつＦカップとかあるんすよ？　おっさんホイホイじゃないっすか！」

　富永さんもいるんだ、と涙がうっすら滲にじんできた。もう、この仕事は辞めなければいけないのではと、そんな考えも心に浮かんでくる。

「うわぁ……、枕とかやったらイチコロだろ。色気ない顔して、結構エグいな〜」

「……いい加減にしろ」

　ドアの向こう側から、低く、怒りを抑え込んだような声が聞こえた。富永さんの声だった。今まで聞いたこともないようなドスの効いた声に、中の営業の二人が怯むのが気配でわかる。

「そんなんで成績が上がるんなら、じゃあ、てめぇも枕でもなんでもすりゃいいだろ。顧客は野郎とは限らねぇんだ、オバサン相手に腰でも振ってろ」

　同僚に、酷いことを言われて悔しいはずなのに、富永さんの言葉を聞いて、私の胸が熱くなる。

「下田が、あいつがそんなことしてる訳ねえぞ。みっともねぇんだよ。実力で負けてんのを認めろ！」

　富永さんの強い言葉に混じって、「……いや、別にそういうことじゃなくて」とか「そこまで言わなくても……」とか、言い訳が聞こえてくる。

「くっそ、気分悪くなったぜ……」

　立ち上がる気配がして、私は慌てて休憩室のドアから離れた。廊下の途中の女子トイレに飛び込み、富永さんが通り過ぎるのを待つ。

　トイレの個室で、今の出来事を反はんすう芻していると、自然と涙が滲んでくる。枕営業なんかしている訳がない。だって私はまだ、処女なんだ。男の人に恋をしたこともない。

（恋を、したこともない）

　それは、嘘なんじゃないか。私は、富永さんのことを思い浮かべてみる。

　富永さんの、紺のツナギの後ろ姿。腰に手を当てて、工具をいっぱいぶら下げて、若手のメカニックに指示を出している後ろ姿。缶コーヒーを握る、意外と細くて長い富永さんの指。男の人らしくてゴツゴツしてるんだけど、白くてきれいで繊細で、あの指でいつも整備しているんだ、と思うと胸がときめく。一回だけ、頭を撫でてくれた感触は、私の中にずっと残っていた。あとは、匂い。機械油なんだろうか、ツナギを着るといつも車と同じ匂いになって、私は、富永さんのあの匂いが好きだった。

「……好き、なんだ」

　トイレの個室で一人つぶやいてみて、私はやっと自分の初恋を自覚した。私は、富永さんのことが好きなんだ。甘くて苦しい気持ちが、私の中で沸き上がった。

　あと五分で開店時間だ。私は洗面台で、自分の顔を真っ正面から見つめる。今朝だけでもいろいろありすぎて、勤務前からすっかり疲れた表情になっている。苦笑しながら化粧崩れを直し、鏡の中の自分に向かって活かつを入れる。

　『今日も一日、がんばろうぜ！』

　富永さんの、いつものせりふが頭に浮かんでくる。そうだ、がんばろう。もっと自分の仕事に誇りを持てるように、私はがんばらなきゃいけない。

　パチンッ、と頬を両手ではたき気合を入れ、私は事務所に戻っていった。

　


　それからは、仕事もうまくいっていた。月初に正式な辞令が届き、私は営業主任代理に昇進した。私の昇進について、酷いことを言っていた営業も自分の仕事に忙しく、その後に嫌みを言われたりなどはなかった。もしかしたら、富永さんが釘を刺してくれたおかげなのかもしれない思うと、少し嬉しくなる。

　私と富永さんは相変わらずで、業務連絡以外では、たまに休憩室で会う他は特に接点もなく、私の気持ちが気づかれることもなかった。

　私はそれでいいと思っていた。富永さんはきっと、水商売の女性のような、派手できれいなお姉さんが好みなのだろう。私のような、地味で真面目なアラサー処女になんか、好かれたって迷惑なだけだろう。こんな気持ちなんか、そのうちなくなるんだから、私が何も言わなければいい。そう考えて、私は私の恋心を押し殺していた。

　変化があったのは、少し経って、店休日明けにリコールが発表されてからだった。朝礼で店長が、リコールの概要とおおまかなスケジュールを発表する。

「……えー、この度のリコールですが、エアバックの部品の不全ということで、我が社で取り扱っている車種は、ほぼ全車種該当します」

　思わず、事務所内でみんなが顔を見合わせる。私も、相変わらず遅れて出勤してきていた富永さんと、視線を合わせていた。ほぼ全車種が該当するリコールとなると、忙しくなるだろう。事務所の中に重い空気が漂った。

「該当車種は多いですが、作業自体は三、四十分程度だと本社の整備部からありました」

　店長の言葉に、従業員が少しほっとした様子になった。その程度の作業時間で済むなら、うまくスケジュールを組めば、それほど普段の業務に食い込んだりはしないだろう。早速、私は工程表を組むことにした。

　


　リコールの発表から十日が経ち、問い合わせ電話も落ち着き、スケジュールも着々と埋まっていった。だいたい、日に七〜八台であれば、本来の業務に食い込まず毎日リコール修理をこなしていける。そんな目処も立った。表計算ソフトで私の組んだ表も、使いやすいと好評で、今まで使っていた紙の予約表の出番はなくなっていた。

「下田君の表、なかなか使いやすくていいねぇ。昇進してからもがんばってくれて、嬉しいぞ！」

　デスクでパソコンを操作していると、店長にスーツの背中を叩かれる。気合を入れているつもりなのかもしれないが、正直それほど気分のいいモノではない。

「はぁ……。ありがとうございます……」

「わっはっは！　本社の方にも下田君の予定表を事例報告しといてあるからね。また金一封がでてしまうかもなぁ〜」

　気のない返事をすれば、店長は更にボディタッチを追加し、私の肩を揉んでくる。嫌だ、と言えない中、手元の電話が光った。

「……すいません、内線、出ます」

　店長の手を払い受話器を耳に当てると、富永さんの声がした。

　『よーぉ、下田ちゃん、ちょっと困ってるんだけどな。整備場まで来てくれ』

「は、はい、すぐ行きます！」

　立ち上がって足早に整備場の方に向かえば、店長は残念そうに私の背中を見送ってくる。

「下田ちゃん、いらっしゃい」

　整備場につけば、富永さんが笑いながらペットボトルを押しつけてきた。

「あの、何かトラブルですか？」

「ん？　ああいや、間違えて水買っちまったから、ひきとってくんないか、ってさ」

「……それだけ、ですか？」

　何か、整備で困ったことがあったのかと、急いで来たのがバカみたいだ。私はほっとため息をついた。

「……あと、店長に絡まれてただろ。結構見えるんだぜ？　事務所の中」

　整備場から事務所は、柱の影になりつつも、ある程度は見通せる。考えたら、富永さんはいつも缶コーヒーしか買わないし、ペットボトルを間違えて買うなんてないだろう。なんで富永さんが私のことを呼んだのか、それがわかって、胸がまたぎゅうと苦しくなった。

「あ……、その、ありがとうございます」

「いやいや。俺ははっきりスケベのおっさんでいたいからな、店長みてぇな、むっつりスケベのオヤジは許しておけないってだけだ」

「あはは、富永さん、潔いですね！」

　はっきりスケベ、という言葉に、つい吹き出してしまった。勤務中はずっと気を張って、真面目な顔をしていたいのだけれど、富永さんの前だと私は泣いたり笑ったり、真っ赤になったり、いろいろ忙しい。

（……やっぱり、好きだな）

　整備場の淀んだ、機械油の匂いが漂う空気の中で、横に立つ富永さんの彫りの深い顔にちらちら視線を走らせる。店長に触られるのはスーツ越しでもあんなに嫌なのに、富永さんには素肌だって、もっと奥にだって触ってほしいと思ってしまう。

　そんなことは絶対に言えないけれど、それでも私は幸せを感じていた。

　


　問題が発生したのは、その日の午後だった。

「十三時からのリコール予約、かぶってねぇか？」

　それは、営業の一言から判明した。焦って調べると、今日の午後分に、重複した予約が十件もある。しかも折おりあ悪しく日曜日で、ただでさえ整備予約が多く、スケジュールはパンパンな状態だった。このままだと、リコールの対応ができないばかりでなく、来店いただいたお客様を、長時間お待たせしてしまう可能性がある。

「……下田君、これはどういうことなんだね」

　さっきは猫なで声で私の肩を揉んでいた店長が、きつい口調で詰問してきた。

「申し訳ありません！　私の責任です！」

　ざっと見たところ、これは私の作成した予約表の不備だった。来月分と今月分が区別できていなく、最大限の予約数が増えてしまったせいだった。

「あ〜あ〜、どうするんだよこれぇ〜」

　聞こえよがしに、営業主任が大きな声をあげ、私を責める。私は何も言い返せなかった。完全に私のミスだ。どう対応するべきか、必死に頭を働かせる。

「あの、すいません、お客様に連絡して、今日の予約を一旦お断りして……」

　それぐらいしか思いつかなかった。変な汗が背中を伝う。

「は？　日曜日だぞ？　わざわざ予定開けて整備に来てくれるのに、俺の客が逃げたらどうすんだよ？」

　いつだか、「枕営業だ」なんて陰口を叩いていた営業が、嫌みを言ってきた。悔しいが何も言い返せず、私は唇を噛んで眉根を寄せる。どうしたらいいんだろう。迷ってる間にも時間は過ぎて、予約時間が刻々と迫ってくる。針のむしろのような事務所の中に、のんびりした声が響いた。

「……なんだ、トラブルかぁ？」

　富永さんだった。ゆったりとした低い声に、緊迫していた事務所の中の空気が、一瞬ゆるむ。その後ろに、昼休憩中だったらしいメカニックが三人ほど、不安げに顔を覗かせた。

「トミさん、下田が、いや、下田主任代理様がやらかしやがったんすよ」

「ふぅーん、どれどれ？」

　トゲのある言葉を富永さんは受け流す。近くのデスクのパソコンをいじり、営業から説明を受けながら予約表をチェックし始めた。

「……なるほどねぇ」

　大体の事態を把握したらしい。顔をあげた富永さんは、一瞬考えるように目をつむり、顎あごを撫で回す。そして口を開くと、事態への対処法を語り始める。

「よっしゃ、予約、断らないでいいぜ」

「へ？」

　富永さんの隣にいた営業が、気の抜けたような声を出す。

「リコールの修理だがな、ここ最近やってたんだが、正直、俺なら十分、こいつらでも十五分ありゃできる簡単なヤツだ。予約はそのままでいい。俺らメカニックで、巻きでやってやる」

「しかし、本社の整備部は三十分はかかると。富永君、大丈夫なのかね？」

　店長が口を挟むが、富永さんは鼻で笑った。

「ふん、本社のノロマ共と一緒にしてもらっちゃ困りますねぇ」

　自信たっぷりの表情に店長も鼻はなじろ白んだのか、黙ってしまう。

「……ってことだ、お前ら、メカニックの根性見せてやれ！　すぐ整備場戻るぞ」

　富永さんは振り向くと、後ろに張り付いていた若手のメカニックに声をかけた。

「えぇ〜、俺、いま飯途中なんすけど……」

「営業のケツ拭くの、嫌っすよ〜」

　そんな言葉を、富永さんは強い口調で遮さえぎった。

「あぁ？　営業が仕事とってくるから、俺らメカニックの仕事があるんだよ、こういうのは持ちつ持たれつだっつの、おら、行くぞ！」

　弱音をこぼしたメカニックのツナギの尻を、富永さんはバシッと叩いた。振り向きもせずに若手を引き連れて、整備場に戻って行く富永さんの後ろ姿は、本当にかっこよかった。自分のしでかしたミスと、それをフォローしてくれる富永さんの男気に、鼻の奥がつんと痛くなり涙が滲みそうになる。

　『今日も一日、がんばろうぜ！』

　その言葉を飲み込む。そうだ、がんばろう。自分のミスでお客様にご迷惑をかけてはいけない。整備がああ言ってくれるんだ、今は甘えよう。私は拳を握りしめて、涙をこらえた。
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　それからは本当にてんやわんやだった。お客様用の椅子が足りなくなるほどに店舗は混雑し、案内する営業も汗だくになった。私もミスをなんとか挽回するために、整備場と事務所とをかけずり回った。

　富永さんの言葉通り、リコール修理は車を預かってから、十五分ほどで終了していた。それから営業が確認作業を行い、お待ちいただいているお客様に引き渡す。普段の二倍以上、その作業をするのだ。営業の疲労、そして整備の疲労は相当なもので、最後のお客様を送り出した時、店舗内で軽く拍手が起こったほどだった。

「……あの、ご迷惑をおかけしましたし、あとは私がやりますので……」

　私は頭を下げつつ、閉店後の店内でみんなに声をかける。他の従業員は当然、という顔をして、帰り支度を始めていた。後片づけや掃除、明日の開店準備などは、全部自分でやるつもりだった。迷惑をかけてしまったのだから当たり前だ。私は一番迷惑をかけた富永さんの姿を探すが、事務所にはもういなかった。いつも定時退社の人だから仕方がない。明日の朝に御礼を言おうと、私は報告書を誰もいなくなった事務所で書きはじめる。

　


　結局、すべての業務を片づけ終わったのは、二十二時近くだった。最後に店舗内の施錠を行い、帰らなければいけない。私は事務所の窓や扉を確認する。整備場に入ると、片隅に灯りがついていた。誰かが消し忘れたのだろうか、私は消灯しようとそこに向かい歩いていった。

　そこには灯りに照らされて、意外な人がいた。

「……富永、さん？」

「下田ちゃんか？　事務所の方は終わったのか？」

　代車用に使っている車のボンネットから、富永さんが顔を出した。他のメカニックはもう、帰っているのか気配はない。

「待ってろ、こっちも今終わる。明日使う予定だって思い出してな、急遽整備してたとこだ」

　富永さんは、ボンネットを閉める。機械油で汚れた軍手を脱ぎながら、富永さんがツナギの前を開けた。いつもは気付かなかったが、ちらりと見えたＴシャツ一枚の胸元は逞たくましくて、つい目がいってしまう。

「いえ、急いではないので」

「こっちも施錠しなきゃいけないんだろ？　事務所の方が終わってるなら、整備場の方は俺が施錠してもいいけどな」

「大丈夫です、待てます！　ゆっくりしてください」

　私の言葉に富永さんは笑う。

「いやぁ、ここにゆっくりはしたくねぇなぁ、今日はさすがに疲れたぜ……」

　首と肩を回す富永さんを見ていると、私の視界がじんわりと滲んだ。富永さんの言葉に、私は緊張が解けたのか、ぽろぽろと涙がこぼれてしまう。こらえようとしたけど、どうにもできず私は涙を拭う。

「……大丈夫か、下田ちゃん、泣くなって！あのぐらいの失敗、大体の営業はやらかしてるし、そういうケツを拭くのも、俺らメカニックの仕事だって割り切ってるしよ」

「いえ、もう、ご迷惑をおかけして、本当にすいません……富永さんがフォローしてくれなかったら、どうなっていたのかと……」

　しゃくりあげながら私が言うのに、富永さんはおろおろしている。

「くっそ、なんか拭くもんねぇか……」

　首にかけてた白タオルを差しだそうとして、それは思いとどまったようだ。ベンチの上の洗濯済みのタオルを差し出して、私の涙を拭いてくれる。

「大丈夫だって、ほんと。久しぶりの残業だったけど、この残業代はきっちり請求してやるしな」

　富永さんが冗談めかして元気づけてくれるのに、私はやっと笑顔を返すことができた。泣いたまま唇をあげた変な顔だったろうけど、それが精一杯だった。

「よしよし、下田ちゃんは笑ってた方がかわいいぞ？」

　子供に語りかけるような優しい口調に、私はまた泣きそうになる。頭を優しく撫でられ、自分でもわかるほどに顔が真っ赤になった。富永さんに求められたい。浅ましい欲望が、ちらりと顔を覗かせる。

「……富永さん、本当に、なんでもしますから、この御礼はさせてください……」

　これで、私の気持ちは伝わるのだろうか。一緒にお酒を飲みにいくとか、そんなのでもいい。富永さんに、私と何かしたいと、そう思ってほしい。

「おい、なんでもしますとか、嫁入り前の娘が言うな。やめろ」

　思いもかけない強い口調に、私はタオルから顔を上げた。富永さんの目は真剣だった。真剣な眼差しに、私の胸の奥の方が痛くなる。

「例えばなぁ、俺がここで、じゃあこの借りは身体で払ってもらうか、なんて冗談言ったらどうするんだよ。できねぇだろ？」

「できます」

　私は、間髪入れずに答えた。ブラウスとスカートの、いつもの服装だったが、ブラウスの前を開け、すがるような瞳で富永さんを見つめた。

　富永さんは、呆気にとられているようだった。きっと、富永さんの中では私は、妹とか娘とか、そんな存在なんだろう。そうじゃない。少しでも、女として意識してほしい。それだけだった。

「やめろ、下田。本気にすんな、冗談だ」

　富永さんが横を向く。表情は硬く険しく、いかにも困っているように見える。

「いいんです、私。富永さんに、なら……」

　私には、誘い方も何もかもわからない。スカートのホックをゆるめて、床に落とす。パンプスも脱ぎ、はだけたブラウスと下着と、ストッキングだけになった私は、一歩、富永さんに近づいた。整備場の、打ちっ放しのコンクリートの床が、足の裏に冷たかった。

「…………」

　富永さんは何も言わない。顔をしかめて横を向いて、こちらを見ようともしない。

　ダメなんだ、と思った。心臓は早鐘を打つように鳴り響いて、口から飛び出そうだった。なけなしの勇気を振り絞って、好きな、初恋の男性を誘って、でもきっとこれはダメなんだ。

　私がもっと、派手で美人で年上だったらよかった。水商売でも、富永さんとお酒の飲める女性が羨ましい。富永さんから女性の話を聞いていた時に、胸の中に重く溜まっていた感情は、嫉しっと妬だったんだな、とようやく気付く。

「……申し訳ありませんでした。もう、このお店も、辞めます」

　私は深々とお辞儀をする。富永さんにまで嫌な思いをさせた。後悔が私を襲った。きっと、呆れたに違いない。もうダメだ、このお店を辞めよう。本当にそう思い、帰ろうとした時に、私は強く腕を引かれた。

「……後悔、すんじゃねぇぞ」

　腕を引いたのは、富永さんだった。ぐるりと身体を回転させられ、車のサイドに押し付けられる。富永さんの聞いたこともないような、乾いた低い声。どことなく獣じみたその声に、私の背筋は粟立った。

「……う、んんっ！」

　窓ガラスに後頭部を押さえられて、そこに富永さんの顔が近づいてきた。あ、と思う間もなく、唇を軽く吸われた。

「初めて、か？」

「え？」

「キスだよ。初めてなのか？」

　頷こうと思ったけどその隙もなく、再び富永さんの唇が私を襲う。口を覆うように重ねられ、舌がぬるりと入ってきた。初めて味わう他人の舌に、反射的に逃げようと首を振るけど、顎を掴まれて無理やりに口をこじ開けられ、深くキスを受ける。

「ん、んぅ……ふぁ……っ」

　湿った音が私の耳を打ち、頭の芯が痺れていった。

「……下田。いや、真利亜……」

　甘く濡れた声色で名前を囁かれると、首筋に電流のようなものが走る。富永さんの声はずっと聞いていたいような、酔ってしまいそうなそんな声で、私は閉じていたまぶたを開けた。

「……とみ、ながさん……？」

　貪るようなキスとは逆の、富永さんの優しげな視線に、私の瞳がじわりと潤む。

「……バカ野郎、俺が、どんだけ我慢してきたと思ってる。それをこれだけ煽りやがって」

　富永さんの手が私の胸に伸ばされ、ブラジャーと肌の隙間に入ってくる。大好きな、機械油の匂いがしみついた指に胸を揉みしだかれ、私は呻うめいた。富永さんの顔が下がり、ブラジャーも肌着もブラウスもするする外され、私の上半身がすっかり裸になる。

「……やらけぇな。最高だぜ、真利亜……」

「ひ、んっ！」

　右の乳首が、何かなま温かい湿ったものに包まれる。富永さんに胸を、吸われている。左はきつく指先で摘まれ、押しつぶすように愛撫されて、熱い塊が首筋を何度も駆け抜けた。

「とみなが、さぁん……」

　空いている腕をどうしたらいいかわからない。おずおずとツナギの背中に回せば、硬い筋肉を感じた。

（これが、男の人の身体なんだ）

　富永さんの身体は、細いように見えて鋼のように硬かった。頭が私の胸の谷間に押しつけられ、動く度に男の人の汗の臭いも立ち上る。

「好きだ。ずっと、こうしてやりたかった……」

　顔を上げた富永さんに、また深く口づけられた。舌を差し込まれ、口の中全部を舐められる。他の人なら嫌悪感しか覚えないだろう、そんなキスを、私はこの上なく甘く感じていた。胸は相変わらず強い力で掴まれ、富永さんは感触を楽しんでいるようだった。

「……私も、好きです。好き、富永、さん……っ」

　抱きしめれば返してくれる逞しい腕が、とても嬉しかった。

「ずっと迷ってたんだ。俺なんかが、こんな冴さえないおっさんが、あんたみたいなおぼこい女の子を好きになっていいのか、ってな」

　耳元で、富永さんが優しく囁いてくる。

「俺なんかが手を出しちまったら、あんたの将来潰しちまうんじゃ、あんたには、真利亜には、もっと似合いの若いのが現れるんじゃ、ってなぁ。……でも、迷うのはもうヤメだ」

　真剣なまなざしが、私を貫いた。

「真利亜を、俺の女にする」

　熱い告白に、視界が滲んだ。ぐい、とストッキングを履いたままの太腿に富永さんの股間が押しつけられ、そこが熱くなっているのが、布越しにもわかった。私なんかで、富永さんが欲情してくれている。それがとても嬉しかった。

　富永さんの指先が私の下腹を軽く撫で、下着の中に入ってきた。大きな手が両方お尻に回された、と思うと、器用に下着ごとストッキングを脱がされる。とうとう私は、素裸になってしまった。いつもの仕事場で、整備場でこんな姿にされてしまうなんて、そう思うと恥ずかしいのだけど、それでも興奮している自分がいた。富永さんが手のひらを入れ、私の足の間をこじあけようとする。

「あ、だめ、です……っ」

　大事なところを晒すのは、さすがにまだ抵抗があった。慌てて太腿を閉じるが、富永さんの力の方が強かった。

「おっと、閉じるなよぉ」

　そんなことをつぶやかれ、富永さんは膝立ちになり、私の片足を持ち上げて肩に乗せた。

「あっ……、富永さん、ダメぇ……！」

　下半身が全部、富永さんの目の前に晒されている。誰にも触らせたことがないそこを、富永さんが見てるんだ、なんて思うと頭が真っ白になった。ぐい、と襞ひだが割り開かれる感触がして、粘膜が外気に触れて冷たく感じ、背筋が震える。

「……すげぇな、ほんとに、処女なんだな……、きれいなもんだ」

「あ、あんまり見ないで、ください……」

　軽く当たるのは、富永さんの鼻息なんだろうか。片足で立つ格好のままなのも恥ずかしく、私は顔を覆う。

「ふぁっ！」

　富永さんの舌の、なま温かい感触に私は身悶える。あそこを舐められているんだと、そう思うと、どうしようもなく興奮してくる。

「くは、は、はぁん……、んんっ！」

　口から自分でも聞いたこともない甘い声が、次々と出てきてしまう。富永さんの舌は、クリトリスをつつき、肉襞を丹念に舐め回してくる。その動きのままに私の腰には甘く重い何かが溜まり、腰が物欲しそうに動いてしまう。

「ん？　腰、動いてるぞ？」

「ひ、違います……っ！」

　にやにやと悪い笑みを浮かべながら、富永さんが私を見上げてくる。顔を覆った指の間からその表情を見ると、私の女の芯が潤ってくる。

「……溢れてくるな」

　処女なのに、こんなにも感じている。たまらなく恥ずかしい。

「……ひあっ、痛つぅ！」

「ちょっと我慢しろよ……剥いてやるからな」

　何をされているのか、すぐにはわからなかった。富永さんの指が尖るクリトリスを這い、包んでいた薄い皮膚をつるりと剥いた。初めて外の空気に触れた敏感な肉芽が、粘液にまみれながら震えている。

「あ、あぁ……っ、だめ……ぇ……」

　富永さんの舌先が、優しく裸のクリトリスを舐ねぶる。じゅ、と強く吸われると、奥から粘液が迸ほとばしる。ひくつく膣口に潜り込んできたのは富永さんの中指で、処女であるはずなのに痛みはなく、私の中はその指をきゅうきゅうと締めつけてしまう。

「指、一本ぐらいならイケるな……」

　ぐちゅ、ぐちゅ、といやらしい音を立てながら、私の肉孔はその指をしゃぶり尽くす。根本まで突き入れられても、ただ気持ちいいだけで、私は膣壁をかき回される初めての感触に、甘えた声を漏らすだけだった。
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「ふあぁっ！　とみながさん、気持ちい、です……」

　初めてなのに、こんなに気持ち良くていいのだろうか。私の蕩とろけた顔を見ながら、富永さんは指を増やし、更に抜き差しを続けた。中指と人差し指を咥えさせられ、親指に剥き出しの肉芽を潰すように揉まれ、奥の方から熱い何かがせり上がってくる。富永さんの指使いは的確に私の快楽を引き出し、背筋を何回も甘い電流が走り抜けた。 

「……よし、クリイキ、いくぞ。ちゃんと覚えろよ？」

「ひぁ、あんっ！　く、クリ、イキ？」

　富永さんの言うことがよくわからない。次の瞬間、私の中を犯す指の動きが激しくなった。

「ああっ！　いやぁ、おかしくなるぅ……！」

　細かい振動がクリトリスに与えられ、私はのけぞった。もう立つのもやっとで、富永さんの硬い身体に必死にすがりつく。

「んああ、あひ、ひぃんっ！」

　開け放した口の端から、涎よだれが垂れ流されるのがわかるけど、もう閉じることもできない。初めての感覚が私の中に満ちて、それが白く爆発した。閉じた目の裏に火花がいくつも散って、身体がガクガクと震える。ぎゅうと、私の中が差し込まれたままの富永さんの指を締めつけ、物欲しそうにうねる。これが、イくってことなんだろうか。ぼんやりとする頭で、必死に考えていた。

「ん、あああ、い、イく！　イくぅっ！」

　富永さんの指にクリトリスをきつく摘まれ、その衝撃で私は絶頂してしまう。腰は浮き上がり、耳が遠くなった。ふわり、と浮くような感覚が気持ちいい。

「っ、んんっ！」

　じゅぶ、と湿った音と共に指が抜かれて、私はその感触にも声を出して震えてしまった。涙の膜が張った瞳が、富永さんの優しい視線と交錯する。

「……気持ち、良かったろ？」

　ゆっくり髪を撫でられ、私はこくりと一回頷いた。

「挿いれても、いいか？」

　尋ねられ、私の瞳が潤んだ。指だけでイッてしまったことが恥ずかしかった。富永さんがツナギと下着を脱ぎ捨て、白のＴシャツ一枚になる。初めて見た勃起した男性器はとても大きく、私の中に恐怖感が湧き起こる。

「……そうだな、初めてなんだよなぁ」

　怯える私の手を取り、富永さんは自分の陰茎に触れさせた。それはとても熱く、別の生き物みたいに震え、脈打っていた。

「び、ビクビク、してます……」

「そうだぜ。真利亜の中に入りたいってな、こいつが武者震いしてやがる」

　富永さんの言い方に、私は笑ってしまう。

「……あの、おじさんくさいです……」

「は？　しょうがないだろ、おっさんなんだっつの！」

　富永さんが顔をしかめるけど、私は手を伸ばしてその頬をゆっくり撫でた。

「おじさんでも、いいです。私、富永さんが好きです……」

　つぶやけば顔が降りてくる。「俺もだ」と囁かれ、唇を軽くついばまれた。じんわりと幸せな気分が、胸の中に溢れた。

「……ちょっと移動するぜ」

　富永さんはひょい、と私を姫抱きにすると、ボンネットの方に移動する。そして私をボンネットに乗せると、足を大きく開かせ、自分ので身体をその間に差し込んだ。上気しているせいか、ボンネットの鉄板の感触が冷たく思えたけれど、すぐに熱が移り、温かくなっていく。

　いよいよなんだと、緊張感からか体が自然と強ばってしまう。ぴり、と音がしたと思うと、富永さんがポケットから出したらしいコンドームを、くるくると被せていく。

「準備ＯＫ、な？」

　私の股間にゴムで包まれた陰茎が擦りつけられ、ぬち、と粘着音が誰もいない整備場に響いた。両方の太腿を富永さんに肩にかつがれて、恥ずかしい格好を晒さらしているはずなのに、私はどうしようもなく興奮していた。

「……いくぞ」

　丸い亀頭が濡れた膣口に押しつけられ、ぐい、と腰を進められる。先端まではそんなに苦しくはなかった。その後の雁首が入り口を通り抜ける一瞬、抵抗があったが、それもすぐに埋め込まれる陰茎に突破される。

「く、ぅ……、う、ぅぁ、あんっ！」

　目尻から涙が一筋伝い落ちて、私の頬を濡らした。痛みよりも、圧迫感の方がすごい。処女膜を破られた、その血なんだろうか、お尻の方になま温かい粘液が垂れていった。

「ごめんな、真利亜……っ」

　覆い被さってくる富永さんの熱い身体に、私は腕を回して必死にしがみつく。富永さんの謝るようなせりふに、そんなことはないと答えたかったけれど、口を開くと出るのは呻き声だけで、私は頭を振り続ける。

「ん、んむ……」

　奥まで達したのだろうか、富永さんの動きが止まり、唇を塞がれる。激しいキスではなくて、呼吸を混ぜ合わせるような、ゆったりしたキスが気持ち良かった。

　じっと挿入されたまま、静かに唇を合わせていると、じんじんと痛むだけだったアソコが熱くなってきた。

「ん、んぁ……」

　甘くなる私の声に気づいたのか、富永さんが身を起こし微笑みを浮かべる。その身じろぎにも、私からはまた甘い声が出され、その度に肉棒を咥え込んだ場所が熱くなっていった。

「そろそろ、悦よくなってきたか？」

　ずる、と半ばまで陰茎を抜き出され、勢いよく奥に叩きつけられる。

「ひ、ひあああっ！」

　衝撃に、口からは堪えきれずに悲鳴が垂れ流された。そして、その後にもたらされた鮮烈な快感に、私の思考が霞んでいく。

「だめ、だめぇ！」

「何がっ、だめ、なんだよ？」

　富永さんは私に覆い被さりながらがつがつと腰を振り、奥を犯してくる。私は、初めてのはずなのに、これほどに感じることに戸惑っていた。

「だって、だって、ハジメテなのに、っ、きもちい、なんてぇ……！」

　自分が、いやらしいんだ、エッチだったんだ、と、私は認めたくなかった。認めるのが怖かった。

「いいんだよ、エロくてよ、ほら、真利亜のここ、俺を放そうとしないぜぇ？」

　腰を引かれ、抜け落ちる寸前まで陰茎を引き出されるが、富永さんの言葉通り、私の内襞は名残惜しそうにひくついてしまう。

「や、ぁん、はずかし……」

　すぐに、ずくんと、恥骨同士がぶつかり合うほどに勢いよく奥に突き入れられ、私の口元から涎と嬌声が散った。

「ひゃぁんっ！」

「エロくなれよ、エロいお前も好きだ、っ！」

　富永さんの動きが変わった。今までの激しい抜き挿しではなくて、一番奥に亀頭を押しつけながら、ゆっくりこねるような、そんな動きをしてくる。
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「ひっ！　ひあ、あぁ……っ、これ、なんか、変、へんになる……っ！」

「お？　初めてでナカイキ決められるかぁ？」

　富永さんの嬉しそうな声が、何を期待しているのか、理解できなかった。膣の中が、激しくうねる。うねって、犯してくる欲棒をしゃぶって、ぎゅうぎゅうと締めつける。ぐいぐいと子宮口を押されると、その度に目の奥に火花が散るほどに気持ちが良かった。

「これ、これぇ……、きもち、ひ、っ……！」

　男の人のモノで胎内をこねくり回され、突き上げられ、初めての感覚が私を襲った

「……余裕、まだあるみてぇだなぁ？」

「えっ!?　あ、あひぃ、う、んんっ!!」

　富永さんが更に体重をかけ、もう入らないと思っていた、その先を亀頭で抉られる。頭の中が気持ちいいでいっぱいになって、私はもう、何も考えられなくなってしまった。ぎゅ、と足の先が丸まり、ふくらはぎが痛いほどに痙攣した。

「きもちいぃ、きもひ、いい！　ああっ、んっ!!」

　私の中で何かが弾けて、甘い性感が全身に満ちた。蕩けるようなその快感に、思考も全て飲み込まれて、意識が遠のいていく。

「……っは、ナカでイったかぁ？」

　嬉しそうな富永さんの声も、どこか遠くから聞こえてくる。ガクガクと震える身体を抑えられず、太腿で富永さんの腰を強く挟みこみ、背中に爪を立てた。

「すまねぇな、もうちょい、付き合え……っ」

　低い声を耳にそそぎ込まれるが、私はもう、反応も返せない。富永さんが腰を引き、自分の快感を引きだそうと、私のひくついた肉の穴を使い始める。もうすでに一度絶頂した身体を遠慮なく使われ、その動きに私は何度も達した。子宮を揺さぶられて、乳房を乱暴に揉まれても、刺激は全部快感になった。

「あっ、あっ、ぅ、うぁ、あっ!!」 

　富永さんの指がクリトリスに伸ばされ、真っ赤に膨らんだそれを強く摘まれる。さっきの「クリイキ」と言われた快感が背筋を走り、私は背中を反らして、もう何度目かわからないほどの絶頂に追い詰められる。

「もぉ、やぁ、イきたくな、い、っ、ゆるして、ゆるひれぇ……!!」

　ナカイキとクリイキを同時に味わわされ、身体はもう、限界だった。私は絶叫し、同時に膣の内壁が大きく収縮する。突き込まれた先端が膨らむ感触がして、富永さんが身体を震わせた。私の意識は、そこで途切れた。重くなる体を、抱き止めてくれた太い腕が嬉しかった。

　


「……むちゃ、しすぎです」

「……すまん」

　あの後、気を失った私を、富永さんは慌てて介抱してくれたらしい。目を覚ましたら普通に下着も服も着ていて、ここに来たときの服装になっていた。

「……まだ、何か挟まってるみたい、です……」

　整備場の固いベンチで、私は背中を丸めて富永さんと温かい缶コーヒーを飲んでいた。そろえた足の間はまだ奥がひりひりとむずがゆく、私は顔をしかめた。

「いや、まさか、あそこまでヨガってくれるなんて思ってなくて、つい夢中に、な。本当にすまん……」

「うぅ…………」

　先ほどの自分の乱れ方を、頭の片隅で思い出してしまう。あんなにいやらしい声を出して、あんなに富永さんを求めて、あれが本当の私なんだ、と思うと、恥ずかしくて顔があげられなくなる。

　同時に、あの快感も思い起こしてしまい、きゅん、と軽く、身体の奥が疼いた。

「いやぁ、ほんと、まさか真利亜があんなにエロいなんてなあ、おっさんには目の毒だったぜ……」

　ヒトゴトみたいな富永さんの言葉に、無性に腹が立った。

「……な、何言ってるんですか！　富永さんが、やらしいことするから、私が、やらしく……」

　言いかけて、言葉が途切れた。真っ赤になる私の表情を楽しむように、富永さんが片頬をあげつつ顔をのぞき込んできた。

「……エロく、なんのかぁ？」

「うぅ…………、責任、とってください」

　悔しまぎれな私の一言に、富永さんは大きく頷いた。

「責任、とってやる。結婚しようぜ、真利亜。お前が辞めるんなら正社員になってもいいし、仕事続けるんなら、俺が家事したっていい。子供ができたら一緒に育てよう。俺の飯、結構うまいぜ？」

　なぁ？、と、富永さんが本気か冗談かわからない笑顔を見せるのに、私は胸が詰まる。

「……あの、では、結婚前提の交際を、お願いいたします！」

　真っ赤な顔で私が返すのに、富永さんは表情を崩し、私の頭を撫でてくる。その手の感触に安心感を覚えて、私は隣のツナギの肩に、頭を預けた。

★おわり★










恋のふしだら整備不良 ハジメテは年上彼氏に奪われて




  初版発行　２０１７年４月１日

  著　者■黄田原秋生

  発行人■角谷　治

  発行所■株式会社 ぶんか社

  
    〒１０２－８４０５

    東京都千代田区一番町２９―６

  

  (C) Akio Kitahara 2017

  


  ※本書の一部・あるいは全部を当社の許可なく複製、転載、上演、放送することを禁止します。




item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/img-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編











item/image/cover.jpg
i e clo]
# EEEIFYIRER

Sgitl NOVELS
FAD

Ah *:I:J

—





